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千葉県流山市深井新田地先において、平成２７年
９月２日(水)から土砂改良(混合)工を開始、１０月
２８日(水)までに、当初生産土量の18,000m3を生産
しました。江戸川管内の盛土等工事での不足土量を
補うため、生産土量を増やし、１１月１８日(水)現
在、26,000m3を生産し、目標生産土量の40,000m3は、
来年１月下旬までには生産が完了する予定です。
工 期：平成27年 6月 2日 ～ 平成28年 2月29日
施工者：名倉建設(株)【澤田･宮内】(048)982-2041万能土質改良機による土砂改良

(混合)状況の様子:H27.11.18撮影

千葉県流山市深井新田地先において、平成２７年
１１月２日(月)から矢板(低水)護岸工を開始、１１
月１８日(水)までに、当初数量の118枚中、88枚打設
完了。今後は、法覆護岸工、袋詰根固工、覆土工を
順次施工する予定です。内容は以下のとおりです。
･法覆護岸工:盛土した土砂をブロックで保護します。
･袋詰根固工:矢板護岸付近の川底の洗掘を防ぎます。
･覆 土 工:自然再生を目的に全体を土で覆います。
工 期：平成27年 7月17日 ～ 平成28年 2月29日
施工者：(株)ｹｰｼﾞｰｴﾑ【宮本･澤野】(048)536-8118

平成27年11月18日(水)土木の日に、前号の「主水
だより」で公募させて頂いた「松戸排水機場試運転
見学会」を開催させて頂きました。見学会では、松
戸管内関連施設の説明や、6月6日の低気圧豪雨並び
に、9月9日の台風18号の影響による松戸排水機場等
運転状況を説明させて頂いた後、制御室において、
施設の操作方法や、操作のタイミングを試運転に合
わせてご覧頂きました。今後も、松戸出張所では、
松戸排水機場の機能(役割)を御説明させて頂く機会
を企画し、「主水だより」で御案内させて頂きます。

バイブロハンマによる矢板護岸工
の打設状況の様子:H27.11.13撮影

制御室で試運転を見学中の参加者



主水だより平成２７年１１月２４日 第２６号

出張所だよりは江戸川河川事務所のホームページに（http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa）掲載しています。

あとがき
左の写真は、平成27年11月16日(月)に松戸
排水機場(松戸出張所)において、我孫子市
長寿大学の方々が施設見学に訪れ、坂川
(北千葉導水路)や松戸排水機場の目的や機
能を説明しました。説明を通じて施設の重
要性を知って頂く良い機会となりました。
主水だより(第26号)」編集：T.S

松戸出張所では11月9日(月)から千葉県松戸市
樋野口地先において、江戸川堤防(土手)に堤防の
川裏(市街地側)側から川表(川側)側まで階段（幅
1.0m、片側手摺り有り）を新設する工事を施工し
ております。なお、完成予定は11月末ですが、
供用開始は、松戸警察署の施工による横断歩道、
停止線、道路標示(ダイヤ)並びに道路標識(横断歩
道あり)設置後になります。
供用後は、松戸駅から県道松戸停車場線にて江

戸川の堤防(土手)まで、また、新設の階段を利用
することで、江戸川の河川敷にある「ふれあい松
戸川」や、「江戸川松戸フラワーライン」までア
クセスが向上します。
施工者：金杉建設(株)【松本･藤沼】
(048)737-6211

平成27年10月30日（金）に「関東地方整
備局主催実践研修「施工技術（監督・検査）」
が松戸出張所を会場に開催されました。
本研修は、新任の技術系係長が実際の工事

現場における施工技術について、主眼を置いた
技術の習得を得ることを目的に実施される研
修です。松戸出張所では、会場を提供するだ
けではなく、研修の座学を含む講師も担当し
ました。今後も、松戸出張所では、社会資本
整備に携わる人材の育成にも積極的に取り組
んでまいります。監督業務事例研究に取組中の研修生

川表（川側）施工状況

川裏（市街地側）施工状況


